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　　　今までの研究1）・2）から，普通の2～3mmの根津線では，

　　　　1）横断闘を通じて一様な組織性能を持って居ないこと，
　　　　　若
　　　　2）表面部よりも中心部の方が繊維組織の磯蓮が良く，叉抗張力も強いこと）’

　を知った・本研究はζれを一面めて，以上の様な硬引綜曙髄が曳勧江に伴って如何にして生

卿起するかを知らうと思ふ．

　　　過去の剛重の研究は，’1931年に英國國立物理研究所（NTati6nal　1’hysica1　Laboratoty）のW。odが
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　　　　　　しダ励ら蘇鱗る・　＝　　、　’
　に就いては，既に前報告2）で述べた如く，普通の曳線法による塩山線では成立せす，一般に外から
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　も當然疑問覗せざるを得ない．Wood自身翌1932年のコンスルタン線の三品格子の歪の研究4）を

　1．645　mm焼鈍線1よ夢畑鼠で0．725　mmに仕無げ友ものと，0．762　mm焼鈍線より12　lajで0．102　mm
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　　　　2）繊維組織は格子歪がこの一定最大値に達した後に初ゆて中心部から現はれる，

　と言ふ事を見出してみる・然し・中心部に先づ現はれた繊維組織の著しV・綱虞がそ群がら後どの様

　に獲達してゆくかには着目せす，從って何故前年の硬銅線の時と異った結果を得だがには一言も燭

　れてるない・以上の如く僅かにある研究も結果が一致せす・特に仕上2｝が2～3mmと言ふ實用の琿一

銅線の場合翻して雌然未短粋ふζと酬來る繭鑛際上かかる磁同線の繊縄紅そ明ら

　かにしだいもの故L蝕に本研究を行つ疫次第ごある．　　．　　　一　　　　　　　　　　　　Wh

　　　研究方法としては，WeodがX線廻折法を利用し，顧引回の・f’i；i造分析を行ひ，且これによって
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　　　　　　　　　　一　　　曳撫加工に律ふ硬銅糠繊維構遣の生炭．

曳線法の効果を知る手段とし海試みに倣ひ，繊維
tL

組織を騨に櫛拙聯聯三法聯肌た・

　　　　　　∬。材料及びその性能

　　＼二二縦して臨7mmの一線より隅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ　　　　　　　　　　な

のレダ9シヨンで2．6mmま趨回した場合の，

各同毎に採取し疫銅線8種を用ぴた・　　・

　　　この脚曳線條件は，曳線醗騨式（・1・g1・）線

・捌機で，ザク湘ン方灘’、
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　　　、70mm、（憎憎線）一ふ5．9一＞52一一＞4◎6→

　　　　　4。0→3．4一擁＞2L95一＞2．6　rnm　（仕上り）

℃・前線粘度は毎分119　m，ダィは合金鰐　リ

ユ＿プリカ訊トはスピンドル油6と種油4の漉合

油。　1
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　　　　　　一　　　一　；
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水乎線上のこの3線の濁度の墾化に藩目すれば，その程度から繊維組総の程度を相識的にではある

が比較する～＝とが出繁る・第三に，なほ1剛趨（3）と（4）の（222）線と（311）線とを良く見ると，一見ゴ
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　維組織の旧きV・ものを見たとし，その後の繊維組

　織の嚢建や，硬銅線につV・ヤ繊維組．織塗研究した
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　と鷺ふ結果が得られた但しitの繊維組織の生長して來多模様は本研究に依り，初め子明らかvaさ

　れだ事寛である．　　、　　　．　’　　・・　　　　　　　　　　　　tt

　　．　　　t　　　　　　2．加工硬化の原因と線引tt形の機構に就い℃

　・加工硬化の原因に回しては色kの三親があり5）⑨，未だ定説め無V・現歌であるが，回報：瞼の如き

　カロエに俘ふ組織攣化を加工に件ふ性能攣化と比較瞼討することはくの問題を解く一つの鍵であウ　・，．

　同時にまた一般ゐ冷聞加工に依る三牲饗形の機構を明らかにし，從って加工法に回し指針を與へる

のに役立つと思ふ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堕

・棚蹴幌た罷勤嚇齢・加工弓馬糊織賜編粒の痢靴を示・沈黙、
　ある．通論の様に，繊維組織即ち結晶粒が一方に揃歩と書ふことを結晶爾の滑りの結果と見止せぱ，

　この結果は，三主初期には滑り攣形に依らない二品粒の微細化とそれに俘つた格手歪を生じ，ある

程度ま歪加工が進んで初めて滑りによ、る二形が始まる如邊印象を與へ，’　’Wo6d’i）ρ如きも墜三更の
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むしろ蓮に加工初期から滑抄に俵る弓形をするのであるが，結r？kの方向性化職絹i翻織）を來さなv・

として御出來齢か，三軍編の粘弓形の購か回ると渤が存するゆ力門端鞭
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線弓伽工は横方向の歴力と縦方向の弓勧との組合

ったもの故，この考へも張ち蕪理な説明ではある
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第璃ゆ抗勧でも示される檬瞳伽多蝦燦も靴が薯しい・．・の事實より見るe・旗砒の．。

主要な原因として第一に格子歪が離げられそうであるが，w・げの結果が翼ならばカ　土後期臨子

卸厭が加こ昨砂，そ燦も抑・わ勢抗張力臆囎力けるもの聯るし・叉ア～…

ウムの如きX繍勺に幣歪が瞼購勅“叫力咽・ら魂硬花す跳のもあ」i，騨購融出

來ない．何か第三の原困を考へねば准らぬ様に患へるが，この黙に封ずる考察は目下線引に俘ふ格

子歪の生成を研究中故，そこで述べるごとにする．　　　　　　’　ev

　　　　　　　　　　　　　　　　　　vx1ド結・　　言

．　本碕究の要黙を摘認する1

　　ユ）線引加工の進行に俘って如侮に銅線の繊維構造が攣化して行ぐか，を主題として研究を試

みた．、　　　鳴

　　2）試料としては7m磁焼鈍線をもとに7，同ゐレダクシヨンで2．6　mmに三線した場合の，魯

鹸沁沁湖線8醗脚た．　t　・t　tt…　
’

　　・）酬騰の雌は；鞭蜥激減x四韻上の干渉血糊論議曝躍ひ示鰯
躍｛ζゆ行つ海鰯謝聯・の憩鱒チ隣堺て鰍騨の繊欄織を検した
　　4）實瞼の結果，第1同のヒダクシヨンに依り，擁鈍組織は完全に破壊され，結晶粒ρ微細化

並に結脳格子の歪が生じるが，繊維組織（結晶粒の方向性1りは現はれす，』更にセダク財ヨツを進め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
て始めて翻心部より繊維組織の著しい個所が生起して煮るととが判明した．．．

　　55”bll工初期に繊雛組織を示さない山鳥は，一見鋤工初期の面高墾形は結晶面の滑りに依らな

い諜に考へられるが，墾形山冠の考へ方を鍵へれば，滑り弓形としても繊維組織をとらないζとの

醗明が可能である．
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